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中央広場と市庁舎 

１１６０年に誕生した中央広場は、街の中心部です。
時とともに行商人らの往来が盛んになり、商取
引を行う市場へと発達しました。広場の南側に
そびえ立つのが市庁舎。広場の中心には１８７８年
に立てられたヨハン大公の記念像があります。

シュロスベルク（城山） 
旧市街の中心にあるハウプトプラッツ広場から、ま
ず旧市街の北側にあるシュロスベルクに登ってみ
ましょう。石段を登ってもよし、シュロスベルクバー
ンというケーブルカーに乗ることもできます。昔は
壮大堅固な城だったのですが、ナポレオン軍に破
壊されたため、今では鐘楼と時計塔しか残っていま
せん。しかし城山の上からはグラーツの街、ムーア
川、そしてアルプスの前山が一望できます。眺め
の良いカフェ・レストランもあります。

グラーツの旧市街 
世界遺産に指定されているグラーツの旧市街、ハ
ウプトプラッツ広場とそのあたり一帯の通りには、

華やかな漆喰細工で飾られた家や、古風なアーケ
ードや出窓を持つ家などが多く、昔ながらの町並み
が好きな人にはたまらない魅力です。そういう家も、
内部は洒落たブティックやカフェ・レストランになっ
ていて、散策の楽しみは尽きません。若い人たち
がよく街角に立って、バイオリン、フルート、クラリ
ネット、ギターなどを演奏しているのも、この街の伝
統のひとつです。

武器庫（ツォイクハウス） 
世界最大の中世
の鎧や鉄砲など
３万点以上を展
示した武器庫。
開館は４月１日
から１０月３１日ま
で。武器庫の内
部見学する場合
は、約３０分かか
りますので半日
観光に入れ込む

場合は上記の一部をカットする必要があります。
また、もし、もう半日の時間があれば、下記の
エッケンベルク宮殿と組み合わせて午後の半日
観光とするのも良いでしょう。
www.zeughaus.at

州庁舎と中庭 
豪華な回廊が美しい中庭では、ルネッサンス芸術の
傑作を目の当たりにできます。夏にはこの中庭で野
外映画祭が、また、アドヴェント（キリスト待降

節）の時期にはイベントが行われます。 

大聖堂 
皇帝フリードリッヒ３世が王宮礼拝堂として、
王宮の向かいに建造させました。内部には、数
多くの芸術品があります。大聖堂の南側の左手、
屋根の下には１４８０年にシュタイヤマルクを襲っ
た三つの苦難を描いた「国三重苦画」（１４８５年）が
見られます。

王宮 
大聖堂の向かいにある王宮は、のちの皇帝フリード
リッヒ３世が１４３８～１４５２年にかけて建造させ、皇帝
になってから何十年もの間、治世の本陣を構えてい
ました。
その後、皇帝マキシミリアン１世が拡張しています。
１４９９年に作られたゴシック様式の二重らせん階段
は、きわめてユニークで一見に値します。

ムーア川の「ザ・アイランド」 
この施設はは、２１世紀の人々のコミュニケーション、
レクリエーション、エンターテイメントの場です。建築
の傑作であり、きわだつ芸術オブジェとしてもグラー
ツを訪れる人々の目を引きます。 

A. シュワルツェネッガーの生まれ故郷、シュタイヤマルク州の州都グラーツは、ウィーンに次ぐオーストリア第２の都市で、「世界遺産」にも指
定されている美しい町です。この州は、中世の昔は独立の侯国でハプスブルクの一族が君臨していました。グラーツはその居城都市として長い
歴史を持ち、美しい旧市街と、近郊にも趣深い古城や民俗村野外博物館などがあります。

グラーツの見どころ  Highlight

スケジュール交通機関

午前：市内観光
昼食：（ラントハウスケラーなど）
午後：自由行動、
　　　またはエッゲンベルク宮殿と武器庫見学
 ［ グラーツ泊 ］

徒歩

バス1

グラーツ半日市内観光 
◇フランチスカーナ広場と教会
◇中央広場のヨハン大公の像と市庁舎
◇シュロスベルク（城山）と時計塔＜ケーブルカーで３分＞
◇二重らせん階段（王宮）
◇大聖堂（教会）＜内部見学＞
◇マウソレウム（霊廟）
◇州庁舎中庭

グラーツ 観光の基本・見どころ・アイデアなど
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 青空市場 

その土地の新鮮な食べ物に出会い
たいときは、市場をのぞいてみま
しょう。
☆カイザー・ヨーゼフ広場
　 Kaiser-Josef-Platz
　月曜～土曜　05:00～ 13:00
☆レントプラッツ  Lendplatz
　月曜～土曜　05:00～ 12:30

 食事 

シュタイヤマルクは、カボチャの産地で、カボチャの種から作る濃い緑
色のカボチャ油は、特産品でお料理によく使われます。最近の研究では、
カボチャ油は、癌の予防や心筋梗塞予防に良い健康食品として注目を浴
びています。また、その他、この地方は、オーストリア隋一のりんごの
産地でもあり、さまざまなりんご酒は、料理にアクセントを添えていま
す。全国的には、生産量は少ないとはいえ、シュタイヤマルクのワイン
とビールも独特の味わいを持っています。

郷土料理レストラン「ラントハウスケラー」 
州庁舎横にある郷土料理の店。グラーツの代表的なレストランとして　
団体にもお勧め。
Schmiedgasse 9,  Tel: 830276　月曜～日曜 11:30～ 24:00

ビアレストラン「ドーム・ブロイ」 
街の中心にあって、グラーツの数少ない自家製ビールを味わえるレストラ
ン。黒ビール、ヴァイツェンビールから季節のビールまでいろいろ味わえ
ます。予約によりビール醸造所も見学できるのでグループにもお勧め。
Bärgergasse 5,  Tel: 821950　月曜～土曜 11:00～ 24:00

ハプスブルク家のパン屋さん「ホーフカフェ・エデッガー・タックス」 
グラーツに来たら、この宮廷
パン屋を訪れないことには、
グラーツの食のことは語れ
ません。ハプスブルク家の紋
章が目印。カフェで一休みし
てもよいし、お菓子やパンを
テイクアウトしてホテルで
食べるのもお勧めです。
Hofgasse 8,  Tel: 83023051 
月曜～金曜 06:30～ 20:00　
土曜 06:30～ 15:0０

 南シュタイヤマルクの４つのワイン街道 

�ブルゲンランドとの州境に沿ってフェーリンク～ハルベンライン間を
南北に走るクレッヒャー・ワイン街道
�サウザル地方のサンクト・アンドレからキツェックへ続くサウザーラ
ー・ワイン街道
�ワイン地方の西端リギスト～アイビスヴァルト間を南北に走りシュタ
イヤマルク特産のシルヒャーワインで知られるシルヒャー街道
�アイビスヴァルトからエーレンハウゼンへ、スロヴェニアとの国境沿
いに走る本来の意味での南シュタイヤマルク・ワイン街道

 オーストリア野外博物館 

グラーツから北へ１８キロのシュテュービングには、オーストリアで最も
美しい野外博物館があり、広い敷地内に全国各地の伝統的農家、穀倉、
水車小屋、山小屋などが見学できます。　　www.freilichtmuseum.at　　　

 白馬の生まれ故郷ピーバー 

ウィーン王宮内のスペイン式馬術学校で高等馬術の演技を見せる彼らを
フォーマルなモーニング姿とすれば、母馬と子馬、若馬の群れからなる
ピーバーの養馬場では広々とした放牧地を駆けめぐる素顔のリピッツァ
ーに会うことができます。
アクセス：グラーツから列車で約５５分、車で４５分。　www.piber.com

 ベルンバッハの聖バルバラ教会 

グラーツから西へ車で約４０分、緑溢
れるベルンバッハ村にウィーンの画
家フンデルトヴァッサーが建てたカ
ラフルな聖バルバラ教会があります。

 ムーアタール鉄道 

鉄道ファン、SLファンの人気を呼んでいるムーアタールバーン。団体用
プラン一例：グラーツからバスで西方ウンツマルクトへ。高速道路と一
般道路で約１１０km。ウンツマルクトから狭軌の単線ムーアタールバーン
に乗り、タムスヴェークまで約７０キロ、約１時間半。風光明媚なアルプ
スの山と谷を走ります。ビュッフェとフォルクスミュージックの生演奏
つきのサロンカーのアレンジも可能です。そこからザルツブルクに抜け
ることができます。６月末から９月初めまでの毎火曜と水曜にＳＬ
(Dampfzuege)が走ります。詳しくは www.stlb.at

アイデア  Travel Ideas エクスカーション  Excursions

オペラハウス 
ウィーンの有名な劇場
建築家であるフェルディ
ナンド・フェルナーとヘ
ルマン・ヘルマーによっ
て１８９８～１８９９年に建て
られました。建築様式は
フィッシャー・フォン・エ
アラッハ（ちなみに彼は

グラーツ出身）にヒントを得たものです。バロックとロ
ココ調の装飾を施された客席ホールは、世界で最も
美しく調和の取れたホールの一つといえます。
オペラハウスの前に立つ巨大オブジェは、「光の
剣」と呼ばれ、１９９２年芸術祭「シュタイマルクの秋」
に際して建立されました。

クンストハウス・グラーツ 
欧州文化首都「グラー
ツ２００３」を記念して建
てられた博物館で、今
だかつて見た事も無
いユニークな形のモ
ダンな建築物。国際的
なモダンアートやコ
ンテンポラリー・アー

トなどの作品を展示する複合専門美術館です。
空気の泡のような形で青みを帯びて光るアクリ
ルガラスの外部。川を隔てた歴史的なシンボル
の時計塔と対照的なグラーツの新しいトレード
マークです。
www.kunsthausgraz.at

エッゲンベルク城 
市の郊外にある貴族
の館。広大な庭園には
孔雀が放し飼いされ
ています。３階の宮殿
の各部屋の見学が可
能（ただしガイドツア
ーのみ可能）。２階は
狩猟博物館で１階は

古代博物館。
オープンは４月上旬から９月下旬まで７月の中
旬から９月の中旬までのあいだに約１０回月曜日
夜８時にキャンドルライトのもとでロマンチッ
クな室内楽コンサートが「惑星のホール」で催
されます。＜路面電車で約１５分＞

グラーツの見どころ  Highlight
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